
国
語
科(

古
典)

学
習
指
導
案 

 
 
 
 
 
 
 
 
               

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                                                                  
 

一 

日 

時 
 
 

平
成
二
十
七
年
十
二
月
七
日
（
火
曜
日
） 

第
五
時
限
目
（
五
十
分
） 

二 

学 

級 
 
 

第
三
学
年
六
組
（
男
子
二
十
三
名
、
女
子
十
八
名
） 

三 

単
元
名 

 
 

俳
句
を
鑑
賞
し
よ
う
。 

 
 

四 

単
元
の
目
標 

 
 

 

⑴ 

文
章
の
展
開
を
的
確
に
理
解
し
、
書
き
手
の
意
図
を
捉
え
、
作
品
を
読
み
味
わ
お
う
と
す
る
。(

関
心
・
意
欲
・
態
度) 

 

⑵ 

文
章
の
展
開
を
的
確
に
理
解
し
、
書
き
手
の
意
図
を
捉
え
、
作
品
を
読
み
味
わ
う
。(

読
む
能
力) 

 

⑶ 

古
典
を
読
む
こ
と
に
必
要
な
、
時
代
背
景
や
風
習
、
文
化
を
理
解
す
る
。(

知
識
・
理
解) 

五 

取
り
上
げ
る
言
語
活
動
と
教
材 

 

⑴  

言
語
活
動 

 

 
 

『
去
来
抄
』
か
ら
読
み
取
れ
る
芭
蕉
の
俳
諧
の
本
質
を
も
と
に
、
俳
句
を
論
拠
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
批
評
す
る
。 

 

⑵  

教
材 

『
去
来
抄
』
〈
「
古
典
Ｂ
」
（
東
京
書
籍
）
〉
、
『
去
来
抄
』
、
『
三
冊
子
』 

六 

単
元
の
具
体
的
な
評
価
規
準 

 

 

⑴  

芭
蕉
の
論
じ
る
俳
諧
の
本
質
を
的
確
に
理
解
し
、
書
き
手
の
意
図
を
捉
え
、
俳
句
を
読
み
味
わ
お
う
と
し
て
い
る
。 

(

関
心
・
意
欲
・
態
度) 

  

⑵ 

芭
蕉
の
論
じ
る
俳
諧
の
本
質
を
的
確
に
理
解
し
、
書
き
手
の
意
図
を
捉
え
、
俳
句
を
読
み
味
わ
っ
て
い
る
。(

読
む
能
力) 

  

⑶  

俳
諧
文
学
や
芭
蕉
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。(

知
識
・
理
解) 

七 

指
導
観 

 

⑴  

単
元
観 

 

 
 

俳
諧
文
芸
の
豊
か
な
世
界
を
学
ば
せ
た
い
。 

  

⑵  

学
習
者
観 

 

 
 

知
的
好
奇
心
が
旺
盛
で
、
グ
ル
ー
プ
学
習
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
。
本
文
に
根
拠
を
求
め
つ
つ
読
み
を
深
め
る
こ
と
を
継
続

的
に
行
っ
て
き
て
お
り
、
本
文
に
立
ち
返
る
姿
勢
が
定
着
し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
の
学
習
を
踏
ま
え
て
そ
の
次
の
段
階
と
し
て
、

本
文
か
ら
理
論
を
学
び
、
そ
れ
を
使
っ
て
実
践
的
に
俳
句
を
鑑
賞
、
批
評
さ
せ
た
い
。 

  

⑶  

教
材
観 

 

『
去
来
抄
』
の
芭
蕉
と
去
来
の
発
句
を
め
ぐ
る
具
体
的
な
や
り
と
り
か
ら
、
芭
蕉
の
論
が
い
か
に
的
確
で
俳
諧
の
本
質
を
捉
え

て
い
る
か
を
学
ば
せ
た
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
摸
す
形
で
実
際
に
俳
句
を
批
評
さ
せ
る
こ
と
で
、
俳
諧
の
世
界
を
味
わ
い
つ
つ
、

論
理
的
に
思
考
す
る
こ
と
を
実
体
験
さ
せ
た
い
。 

 

 



八 

単
元
の
指
導
計
画
（
配
当
時
間
二
時
間
） 

 

 

                             

 

第
二
次 

  

一
時
間 

(

本
時) 

第
一
次 

 

一
時
間 

次 

(

時
間) 

・
前
時
の
学
習
内
容
を

踏
ま
え
て
、
俳
句
を

鑑
賞
・
批
評
す
る
。 

 

・
論
拠
を
明
確
に
し
な

が
ら
、
ど
ち
ら
が
優

れ
て
い
る
の
か
発
表

す
る
。 

 

・
俳
諧
の
本
質
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る
。 

 

・
『
去
来
抄
』
を
読
み
、

芭
蕉
の
説
く
俳
諧
の

本
質
を
理
解
す
る
。 

学
習
内
容 

・
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
割
り
当
て
ら

れ
た
俳
句
二
句
の
う
ち
、
ど
ち

ら
が
優
れ
て
い
る
か
根
拠
を
示

し
な
が
ら
批
評
さ
せ
る
。 

・
芭
蕉
の
説
く
俳
諧
の
本
質
を
論

拠
に
し
て
、
ど
ち
ら
が
よ
り
世

界
の
広
が
り
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
優
れ
て
い
る
の
か
、
説
明

さ
せ
る
。 

・
こ
こ
ま
で
の
学
習
内
容
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
芭
蕉
の
説
く
俳
諧

の
本
質
に
つ
い
て
自
分
の
考
え

を
ま
と
め
さ
せ
る
。 

・
『
去
来
抄
』
を
読
み
、
「
月
の

客
」
が
、
去
来
の
意
図
と
芭
蕉
の

解
釈
と
で
は
、
ど
の
よ
う
に
違
っ

て
い
る
の
か
、
現
代
語
訳
し
て
整

理
さ
せ
る
。 

・
芭
蕉
の
解
釈
の
深
さ
が
、
作
者

の
創
作
意
図
を
上
回
る
こ
と
に

気
づ
か
せ
る
。 

 

言
語
活
動
に
お
け
る
指
導
上
の
留

意
点 

○
⑵ 

●
「
記
述
の
確
認
」
ワ
ー
ク
シ
ー

ト ○
⑴ 

●
「
発
言
の
観
察
」 

＊
意
欲
的
に
取
り
組
む
よ
う
声

を
掛
け
る
。 

○
⑴
⑶ 

●
「
発
言
の
観
察
」 

＊
必
要
に
応
じ
て
、
隣
同
士
の
ペ

ア
で
取
り
組
ま
せ
る
。 

○
⑵ 

●
「
記
述
の
確
認
」
ワ
ー
ク
シ
ー

ト 

 

○
評
価
規
準
、
●
評
価
方
法
、 

＊
「
努
力
を
要
す
る
」
状
況
と
判
断

し
た
生
徒
へ
の
具
体
的
な
手
立
て 



九 
 

本
時
の
目
標 

 
 
 

・
論
拠
を
持
っ
て
俳
句
を
批
評
し
、
俳
諧
へ
の
理
解
を
深
め
る
。 

十 
  

本
時
の
評
価
規
準 

 
 
 

・
論
拠
を
持
っ
て
俳
句
を
批
評
し
、
俳
諧
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
る
。 

十
一 

本
時
（
全
時
間
中
の
二
時
間
目
）
の
指
導        

十
二 

御
高
評                                                

終
結 

(

十
五
分) 

展
開
① 

(

三
十
分) 

導
入 

(

五
分) 

学
習
段
階 

・
学
習
内
容
を
振
り
返
り
ま

と
め
る
。 

 

・
俳
句
を
鑑
賞
、
批
評
し
、
根

拠
を
あ
げ
て
述
べ
る
。 

   

・
本
時
の
学
習
内
容
を
知

る
。 学 

習 
内 
容 

⑤
・
二
句
の
俳
句
の
ど
ち
ら

が
優
れ
て
い
る
か
、
再

度
述
べ
る
。 

 

・
振
り
返
り
の
感
想
を
書

く
。 

②
・
二
句
の
俳
句
の
ど
ち
ら

が
優
れ
て
い
る
か
グ

ル
ー
プ
で
話
し
合
い
、

そ
の
論
拠
を
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
に
記
入
す
る
。 

③
・
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
っ

た
こ
と
を
発
表
す
る
。 

  

④
・
『
去
来
抄
』
の
本
文
を

読
み
、
芭
蕉
が
ど
の
よ

う
に
論
じ
て
い
る
の

か
を
知
る
。 

   

①
・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
見
て

学
習
の
意
図
を
知
る
。 

 

・
グ
ル
ー
プ
を
作
る
。 

学 

習 

活 

動 

⑤
・
こ
こ
ま
で
の
学
習
内
容
を
踏
ま
え
た
上

で
、
再
度
俳
句
を
批
評
さ
せ
る
。 

 

・
グ
ル
ー
プ
の
話
合
い
の
結
果
と
自
分
の

考
え
が
、
異
な
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
こ

と
を
伝
え
る
。 

②
・
机
間
指
導
を
す
る
。 

・
前
時
の
学
習
内
容
を
踏
ま
え
て
、
助
詞

な
ど
の
細
部
に
こ
だ
わ
り
、
論
拠
を
明

ら
か
に
し
な
が
ら
話
合
い
を
進
め
る
よ

う
促
す
。 

③
・
論
拠
を
明
確
に
し
て
発
表
す
る
よ
う
注

意
を
促
す
。 

・
発
表
を
聞
き
、
気
づ
い
た
点
が
あ
れ
ば

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
加
筆
修
正
さ
せ
る
。 

④
・
『
去
来
抄
』
を
読
み
、
グ
ル
ー
プ
の
着

眼
点
を
検
証
し
、
自
分
た
ち
の
批
評
を

深
め
さ
せ
る
。 

①
・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
配
付
し
、
活
動
の
意

図
を
意
識
さ
せ
る
。 

 
 

言
語
活
動
に
お
け
る
指
導
上
の
留
意
点 



俳
諧
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
① 

 
 
 
 

 
 
 

組 
 

番
【 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

】 

  
 

岩
鼻
や
こ
こ
に
も
ひ
と
り
月
の
客 

 

去
来 

 
  

先
師
上
洛
の
時
、
去
来
言
は
く
、
「
洒
堂
は
こ
の
句
を
『
月
の
猿
』
と
申
し
侍
れ
ど
、
予
は
『
客
』

ま
さ
り
な
ん
と
申
す
。
い
か
が
侍
る
や
。
」
先
師
言
は
く
、
「
『
猿
』
と
は
何
ご
と
ぞ
。
汝
、
こ
の
句
を

い
か
に
思
ひ
て
作
せ
る
や
。
」
去
来
言
は
く
、「
明
月
に
乗
じ
山
野
吟
歩
し
侍
る
に
、
岩
頭
ま
た
一
人
の

騒
客
を
見
つ
け
た
る
。
」
と
申
す
。
先
師
言
は
く
、「
こ
こ
に
も
ひ
と
り
月
の
客
と
、
己
と
名
の
り
出
で

た
ら
ん
こ
そ
、
い
く
ば
く
の
風
流
な
ら
ん
。
た
だ
自
称
の
句
と
な
す
べ
し
。
こ
の
句
は
我
も
珍
重
し
て
、

『
笈
の
小
文
』
に
書
き
入
れ
け
る
。
」
と
な
ん
。 

 

  

退
き
て
考
ふ
る
に
、
自
称
の
句
と
な
し
て
見
れ
ば
、
狂
者
の
さ
ま
も
浮
か
み
て
、
初
め
の
句
の
趣
向

に
ま
さ
れ
る
こ
と
、
十
倍
せ
り
。
ま
こ
と
に
作
者
そ
の
心
を
知
ら
ざ
り
け
り
。 

 

  

・
酒
堂
…
「
月
の
猿
」
と
置
き
換
え
。
伝
統
へ
の
安
易
な
依
存 

 

・
去
来
…
「
月
の
客
」
を
発
見
す
る 

 
 
 
 
 

 
 
 

・
芭
蕉
…
「
月
の
客
」
と
名
乗
る
。 

 
 

 
 

 

他
称
の
句
。 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

自
称
の
句
。 

                 

優
れ
た
俳
句
と
は
、 

  



俳
諧
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
② 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

組 
 

番
【 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

】 

   

一
、
ど
ち
ら
の
句
が
優
れ
て
い
る
か
？(

記
号
に
○
を
つ
け
る) 

 

二
、
ど
の
よ
う
な
点
か
ら
、
そ
う
言
え
る
の
か
？(

論
拠
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
説
明
す
る) 

 

① 

Ａ 

辛
崎
の
松
は
花
よ
り
朧
に
て 

 
 

Ｂ 

辛
崎
の
松
は
花
よ
り
朧
か
な 

     

② 

Ａ 

曙
や
白
魚
白
き
こ
と
一
寸 

 
 

Ｂ 

雪
薄
し
白
魚
白
き
こ
と
一
寸 

     

③ 

Ａ 

凩
の
地
に
も
お
と
さ
ぬ
し
ぐ
れ
哉 

 
 

Ｂ 

凩
の
地
迄
お
と
さ
ぬ
し
ぐ
れ
哉 

        



三
、『
去
来
抄
』『
三
冊
子
』
か
ら
、
芭
蕉
の
考
え
を
知
ろ
う
。(

別
紙
参
照) 

四
、
再
度
、
俳
句
を
批
評
し
よ
う
。(

論
拠
を
明
ら
か
に
し
て
述
べ
る
こ
と) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

五
、
こ
れ
ま
で
の
学
習
を
振
り
返
っ
て
感
想
を
述
べ
よ
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 



Ａ Ｂ Ｃ
3 2 1

論拠をもって俳句
を批評し、俳諧へ
の理解を深めるこ
とができる。

根拠を正しく示して、説得力の
ある批評を述べることができ
る。

根拠を示して、批評を述べる
ことができる。

根拠を示して、批評を述べる
ことができない。

教師用ルーブリック　

観点


